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編集後記 2 年間，編集委員会のメンバー
に加えていただき誠にありがと

うございました．委員長をはじめ委員の先生方，事務局
の皆様には多大なるご配慮とお力添えを賜りましたこと，
心より御礼申し上げます．
任期中，所属研究所の体制が一新されました．自分の
研究へのモチベーションや姿勢を改めて見つめ直すとと
もに，日本の核融合研究にどのように貢献できるのかと
いうことを強く意識する 2 年間でした．同時に異分野へ
の応用・融合についても検討する機会が増えまして，学
会誌の内容は異分野融合をテーマにした内容で提案させ
ていただきました．ご多忙な中，企画記事の執筆を快諾
くださった先生方に，この場を借りてお礼申し上げます．
私の故郷は岐阜県の飛騨高山になります．春・秋に開
催される高山祭が有名で，その起源は1652年までさかの
ぼります．この高山祭りでは飛騨の匠と呼ばれる職人が

作った屋台によるからくり奉納が行われます．宵祭では
提灯を灯した屋台が高山の夜の街を巡ります．ぜひ機会
があれば高山の祭りを見に来ていただければと思います！
実はこの高山祭も後継者不足の影響を強く受けており
まして，屋台修繕の職人さんだけではなく，地域の子ど
もたちが参加する「獅子舞」や，「闘鶏楽」も担い手探
しに苦労しているようです．特にコロナ渦で祭りが開催
できなかったのも担い手離れに拍車をかけているようで，
参加可能地域を拡張するなどの対策をしているようです．
伝統を守るためにどこまで改新するか，悩ましい問題で
す．ただ，飛騨の人たちも諦めずに様々な試みをされて
いるようでその姿勢には励まされます．私も飛騨の人た
ちを見習って，核融合研究とそのコミュニティの発展に
貢献できるよう色々とチャレンジしていきたいと思います．
引き続きどうぞよろしくお願いいたします．�（矢嶋美幸）
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